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第20号
私たちの理念
「一視同仁」

じ
、
親
切
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
事
業
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
４
人
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
勤
務
し
、
24
時
間
対
応

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
泉
北
は
一
日
定
員
13
名
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
じ
ん
ま

り
と
家
庭
的
な
空
間
で
ほ
の
ぼ
の

と
日
々
営
業
し
て
い
ま
す
。
豊
富

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
他
の
利

用
者
様
と
の
交
流
を
通
し
て
お
元

気
に
な
っ
て
も
ら
う
、
一
日
の
利

用
を
前
提
と
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

二
つ
の
事
業
所
と
友
の
会
泉
ヶ

丘
西
支
部
の
会
員
さ
ん
と
共
同

で
、
班
会
（
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
・

健
康
講
座
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
バ

ス
ツ
ア
ー
）、
健
診
の
お
誘
い
、

会
員
訪
問
、
患
者
訪
問
な
ど
行

い
、
日
々
健
康
な
街
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
近
く
に
来

た
際
は
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
デ
イ
泉
北
と
ケ
ア
プ
ラ

ン
セ
ン
タ
ー
深
井
泉
北
の
紹
介
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

も
密
に
、
地
域
の
困
難
ケ
ー
ス
に

も
き
め
細
や
か
に
対
応
し
、
ま
た

地
域
の
介
護
相
談
に
も
快
く
応
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政
府
は
、
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者

（
75
歳
）
と
な
る
２
０
２
５
年
に
む
け

て
、「
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
改
悪

の
一
体
改
革
」
を
す
す
め
る
た
め
に

「
社
会
保
障
制
度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
」（
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
）
を
成
立
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
国
会
で
審
議
さ

れ
て
い
る
「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
」

は
、
そ
れ
を
推
進
す
る
も
の
で
、
医
療

費
・
介
護
給
付
の
い
っ
そ
う
の
削
減
を

は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。　

　

医
療
分
野
で
は
、
医
療
費
削
減
の
た

め
に
病
床
数
の
削
減
と
病
床
機
能
の
再

編
を
軸
と
し
て
、「
病
院
か
ら
在
宅

へ
」
の
流
れ
を
強
く
押
し
進
め
る
内
容

で
す
。

　

介
護
分
野
で
の
政
府
の
基
本
ス
タ
ン

ス
は
、「
自
己
責
任
」「
介
護
の
産
業

化
」
で
あ
り
、
国
が
お
金
を
出
さ
ず

に
、
利
用
者
負
担
増
と
営
利
企
業
を
活

用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、
予
防
給
付
を
見
直
し
、
要
支
援

者
の
訪
問
介
護
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
市

町
村
に
丸
投
げ
す
る
、
特
養
入
所
を
原

則
要
介
護
３
以
上
に
限
定
す
る
、
一
定

以
上
所
得
者
の
利
用
料
を
二
割
に
引
き

上
げ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
給
付
削
減
、

負
担
増
を
は
か
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
で
も
、「
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

受
け
ら
れ
な
い
」「
介
護
保
険
料
や
利

用
者
負
担
が
重
す
ぎ
る
」
と
の
悲
鳴
が

あ
が
っ
て
い
る
の
に
、
多
く
の
「
介
護

難
民
」
を
生
み
出
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま

た
、
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
皿

と
な
る
市
町
村
か
ら
も
、「
対
応
で
き

な
い
」
と
の
声
が
上
が
る
な
ど
、
不
安

や
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
医
療
は
追
い
出
し
」

「
介
護
は
切
り
捨
て
」
の
改
悪
内
容

を
、
職
員
、
友
の
会
は
も
ち
ろ
ん
、
広

く
市
民
に
知
ら
せ
、「
改
悪
を
許
さ
な

い
」「
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保

険
制
度
の
実
現
」
を
め
ざ
し
て
、
声
を

あ
げ
、
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

「介護難民」は「介護難民」は
つくらないつくらない

「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
」の
ね
ら
い

■ 要支援を切り捨て
　市町村へ丸なげ

▶認定者３％削減を
めざす　　　　

▶要介護１・２の
　切り離し　　　

さらなる
改悪を
計画

介護を企業の
もうけの場に

■特養ホーム
　への入所から
　軽度者をしめ出す

■ 一定以上の
収入がある
場合、利用
料を２割引
き上げ

デ
イ
泉
北
の
ス
タ
ッ
フ

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

八重桜


